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（2）年頭のあいさつ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
和
や
か

に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
村

農
業
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
村
農
業
委
員
の
改

選
が
あ
り
、
前
大
島
会
長
の
後
、

大
潟
村
農
業
委
員
会
の
会
長
の
大

任
を
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
選
で
、
女
性
農
業
委
員

も
２
人
と
な
り
、
ま
た
、
20
代
の

農
業
委
員
も
加
わ
り
、
世
代
・
性

別
を
こ
え
て
広
く
皆
様
の
意
見
を

求
め
る
事
が
で
き
る
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
大
潟
村
農
業
の
発
展
の

為
、
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
産
の
水
稲
は
収
量
・

品
質
と
も
前
年
よ
り
も
良
好
で

し
た
が
、
８
月
後
半
か
ら
雨
量

が
多
か
っ
た
為
、
稲
刈
り
作
業
を

大
変
苦
労
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
秋
の
米
価

は
、
一
昨
年
か
ら
の
高
騰
が
続
き
、

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
価
格
と
な
り
、

農
家
経
営
に
と
っ
て
は
機
械
な
ど

の
投
資
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
米
の
消
費
が
低
迷
し
、
ま

た
米
余
り
に
な
り
米
価
が
暴
落
し

な
い
か
心
配
も
あ
り
ま
す
。
政
府

も
昨
年
初
め
こ
ろ
に
備
蓄
米
を
放

出
し
「
米
の
増
産
」
を
進
め
、
農

水
大
臣
が
変
わ
り
秋
に
は
「
需
要

に
応
じ
た
米
生
産
」
と
い
う
政
策

に
変
わ
り
、
稲
作
中
心
の
経
営
で

あ
る
大
潟
村
に
と
っ
て
大
変
難
し

い
一
年
に
な
る
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

昨
年
の
上
旬
に
は
、
地
域
農
業

を
将
来
継
続
さ
せ
る
た
め
、
地
域

の
農
業
者
や
関
係
者
が
話
し
合
っ

て
作
成
す
る
10
年
後
の
農
業
の
姿

を
描
い
た
「
地
域
計
画
」
が
全
国

で
集
計
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
全

国
で
３
割
の
農
地
の
耕
作
者
が
い

な
く
な
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
大
潟
村
の
地
域
計
画

の
集
計
は
、
規
模
縮
小
な
ど
の
意

向
の
あ
る
農
地
面
積
の
合
計
が
１

７
４
・
５
ha
に
対
し
て
、
今
後
農

業
を
担
う
者
が
引
き
受
け
る
意
向

の
あ
る
農
地
面
積
の
合
計
が
１
９

３
３
・
３
ha
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
大
潟
村
は
農
地
の
基
盤

が
整
っ
て
い
る
の
で
、
遊
休
農
地

や
耕
作
放
棄
地
が
み
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
す

が
、
20
年
30
年
先
を
見
据
え
て
担

い
手
の
育
成
・
多
様
な
農
業
形
態

の
推
進
な
ど
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

昨
年
の
８
月
、
村
農
業
委
員
会

か
ら
秋
田
県
農
業
公
社
に
対
し

て
、
「
特
例
事
業
（
農
地
売
買
事

業
）
に
お
け
る
手
数
料
引
下
げ
の

要
望
」
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
農

地
売
買
を
行
う
と
出
し
手
・
受
け

手
双
方
が
売
買
価
格
の
１
％
と
１

５
，０
０
０
円
を
加
算
さ
れ
た
手
数

料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
村
内
農
地
は
高
額
の
為
、
手

数
料
の
引
き
下
げ
ま
た
は
、
上
限

額
の
設
定
を
し
て
も
ら
え
な
い
か

と
の
要
望
で
す
。
農
業
公
社
か
ら

①
補
助
対
象
外
と
な
る
費
用
（
人

件
費
の
一
部
、
貸
倒
引
当
金
、
租

税
公
課
、
需
用
費
等
）
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
手
数
料
徴
収
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
貸
倒
引

当
金
と
租
税
公
課
に
つ
い
て
は
、

農
地
価
格
が
高
い
ほ
ど
高
額
に
な

る
こ
と
。
②
当
公
社
の
手
数
料
は

全
国
の
事
業
主
体
と
比
較
し
て
低

率
に
な
っ
て
お
り
、
全
県
統
一
で

年
頭
の

  

あ
い
さ
つ

会  

長  

小

林

信

之

運
用
さ
れ
、
県
内
の
市
町
村
か
ら

理
解
を
得
て
進
め
て
い
る
こ
と
。

③
譲
渡
人
（
出
し
手
）
と
は
買
入

協
議
を
行
う
こ
と
で
、
譲
渡
所
得

税
の
特
別
控
除
を
活
用
し
、
３
０

０
万
円
の
税
額
軽
減
を
図
っ
て
い

る
こ
と
。
④
当
公
社
独
自
の
仕
組

み
と
し
て
、
使
用
貸
借
に
よ
る
１

耕
作
タ
イ
プ
（
賃
料
な
し
で
一
作

分
の
販
売
収
入
が
得
ら
れ
る
）
、

賃
貸
借
に
よ
る
４
耕
作
タ
イ
プ

（
賃
料
収
入
の
１
／
２
を
売
買
価

格
か
ら
控
除
す
る
ほ
か
、
四
作
分

の
販
売
収
入
が
得
ら
れ
る
）
を
措

置
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ

も
農
地
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま

た
賃
料
が
高
い
農
地
ほ
ど
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
も
の
で
、
大
潟
村
（
増

反
地
を
除
く
）
の
場
合
、
全
て
ど

ち
ら
か
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
手
数
料
の

引
き
下
げ
や
上
限
額
の
設
定
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
よ

う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
、
大
潟
村
農
業
者
の
為
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
的
確
な
情
報
提
供
の
窓

口
に
な
れ
る
よ
う
委
員
・
事
務
局

共
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
村

民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



（3） 農地部会長・農政部会長からの活動報告
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猛

大
潟
村
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
７
月
と
11
月
に
大
潟
土
地

改
良
区
、
大
潟
村
農
業
協
同
組

合
、
水
系
資
源
保
全
隊
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
村
内
農
地
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
遊
休
農
地
の
解
消
、

発
生
防
止
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
で
、
各
圃
場
、
育
苗
用
地
、

周
辺
増
反
地
を
周
り
、
荒
れ
て

い
る
農
地
が
無
い
か
確
認
を
行

い
ま
す
。
そ
の
後
農
地
部
会
で

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
協
議
し
、

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と

判
断
さ
れ
た
圃
場
の
農
家
へ
文

書
に
よ
り
、
改
善
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
荒

廃
農
地
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

村
内
で
は
、
毎
年
の
活
動
に
よ

農
政
部
会
の
主
な
活
動
は

「
農
委
だ
よ
り
」
の
編
集
、
発

行
で
す
。
こ
の「
農
委
だ
よ
り
」

は
村
内
住
民
向
け
に
発
行
し
て

お
り
、
農
業
委
員
の
活
動
報
告

や
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
今
号
か

ら
紙
面
の
構
成
を
一
部
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
皆

さ
ん
に
役
立
つ
紙
面
と
な
る
よ

う
な
構
成
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

昨
年
11
月
28
日
に
２
０
２
５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報
値

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
営
農
を
主
な
仕
事
と

す
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
２

０
２
０
年
と
比
較
し
て
25
・
１

％
減
少
し
、
減
少
率
は
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。
秋
田
県
内

に
お
い
て
は
５
年
前
の
調
査
か

ら
30
・
５
％
減
少
し
２
万
３
，

り
遊
休
化
が
解
消
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
一
年
で
は
耕
作
の
再

開
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
農
地

が
点
在
す
る
の
も
事
実
で
す
。

遊
休
地
化
し
た
農
地
は
、
そ
の

後
の
農
地
集
約
化
に
支
障
を
き

た
す
だ
け
で
な
く
、
有
害
鳥
獣

の
住
処
と
な
り
病
害
虫
の
発
生

源
と
な
り
近
隣
圃
場
へ
被
害
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

農
家
の
皆
様
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
大
切
な
農
地
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農

地
の
管
理
で
お
困
り
の
際
に
は
、

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
３
５
人
と
な
り
、
全
国
比
較

よ
り
離
農
が
進
ん
で
い
る
と
言

え
ま
す
。
ま
た
県
内
基
幹
的
農

業
従
事
者
の
う
ち
65
歳
以
上
が

全
体
の
74
・
６
％
を
占
め
て
い

る
の
で
、
今
後
５
年
、
10
年
で

更
に
離
農
者
が
増
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
大
潟
村
は
農

業
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
設

計
さ
れ
た
村
で
あ
り
、
一
つ
の

自
治
体
に
お
け
る
専
業
農
家
の

割
合
は
全
国
で
も
上
位
の
自
治

体
な
の
で
全
国
、
県
内
の
統
計

と
は
比
較
で
き
な
い
部
分
は
あ

る
に
し
て
も
、
近
年
の
村
内
離

農
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

農
家
数
の
減
少
に
よ
り
一
経
営

体
の
耕
作
面
積
は
増
加
傾
向
で

す
が
面
積
拡
大
も
限
界
が
あ
り
、

今
後
農
地
の
荒
廃
や
遊
休
農
地

の
発
生
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
は
今
後
、
農
業
の
構
造
転

換
を
推
し
進
め
る
と
発
表
し
て

い
ま
す
。
当
委
員
会
と
し
て
も

今
後
の
農
業
事
情
や
農
政
の
方

向
を
確
実
に
捉
え
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令
和
７
年
11
月
１
日
、

湯
沢
市
湯
沢
文
化
会
館
に

お
い
て
、
約
５
０
０
名
の

県
内
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
集

い
、
令
和
７
年
度
秋
田
県

農
業
委
員
会
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
冒
頭
、
当
農
業
委

員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
大

島
和
夫
氏
、
土
井
博
文
氏

が
永
年
勤
続
農
業
委
員
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
３
つ
の

議
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
、

「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
に
基
づ

く
施
策
の
着
実
な
実

践
に
向
け
た
政
策
提

案
」
は
、
国
内
外
の

地
政
学
的
な
情
勢
の

変
化
や
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
な
ど
の

課
題
が
山
積
す
る
中

で
昨
年
４
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
に
掲

げ
ら
れ
た
目
標
が
達
成
さ

れ
る
よ
う
、
農
業
の
現
場

の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
農

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
立
場
か
ら

施
策
を
提
案
す
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
項
目
か
ら
な

り
ま
す
。

１
．
農
業
構
造
転
換
集
中

期
間
に
お
け
る
施
策
の
実

効
性
の
確
保

従
来
予
算
と
は
別
枠
の
、

５
年
間
で
２
・
５
兆
円
の

予
算
の
確
実
な
確
保
を
求

め
る
も
の
で
す
。

２
．
農
村
を
担
う
者
の
確

保
と
経
営
支
援

農
業
法
人
の
育
成
や
新

規
就
農
者
へ
の
手
当
て
の

措
置
を
求
め
る
も
の
で
す
。

３
．
農
村
政
策
等
の
強
化

ク
マ
を
は
じ
め
と
す
る

有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
の
強

化
を
求
め
る
も
の
で
す
。

４
．
農
地
政
策
の
強
化

所
有
者
不
明
農
地
の
発

生
防
止
の
た
め
の
予
算
措

置
を
求
め
る
も
の
で
す
。

５
．
「
地
域
計
画
」
を
推

進
す
る
農
業
委
員
会
組
織

等
へ
の
支
援

地
域
計
画
の
実
現
や
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向
け

て
必
要
な
予
算
を
求
め
る

も
の
で
す
。

議
案
第
２
号
、
「
新
た

な
水
田
農
業
政
策
の
確
立

に
向
け
た
緊
急
要
請
」
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
に
お
い
て
令
和
９
年

度
か
ら
水
田
政
策
を
根
本

的
に
見
直
す
と
さ
れ
て
い

る
中
に
あ
っ
て
、
水
田
農

業
の
持
続
、
発
展
に
資
す

る
政
策
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
項
目
か
ら
な

り
ま
す
。

１
．
米
の
需
要
を
踏
ま
え

た
増
産
対
策
の
推
進

よ
り
精
度
の
高
い
需
給

委　員　　 　取　拓　未委員会大会報告

全
国
農
業
新
聞
は

農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
機
関
紙
で
す
。

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る

〝
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
〞で
す
。

│

農
業
・
農
政
の
情
報
紙

│

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う
！！

毎
週
金
曜
日
発
行

申
し
込
み
は
大
潟
村
農
業
委
員
会

事
務
局

☎
４
５
―

３
６
５
４
ま
で
。

購
読
料
紙
面
版

１
か
月
／
７
０
０
円

電
子
版

（のみ）

１
か
月
／
５
０
０
円

令
和
８
年
４
月
か
ら

購
読
料
が

変
わ
り
ま
す

紙
面
版

１
か
月
／
９
０
０
円

電
子
版

（のみ）

１
か
月
／
７
０
０
円

予
測
に
基
づ
く
生
産
体
制

の
実
現
を
求
め
る
も
の
で

す
。

２
．
新
た
な
水
田
政
策
の

実
現米

の
コ
ス
ト
指
標
の
策

定
に
お
い
て
再
生
産
可
能

な
米
価
を
踏
ま
え
、
飼
料

用
米
等
に
よ
る
需
給
調
整

機
能
を
堅
持
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号
、
「
農
業

者
年
金
の
加
入
推
進
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」

は
、
農
業
者
に
対
し
農
業

者
年
金
の
周
知
を
図
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
る
も
の

で
す
。

以
上
３
つ
の
議
案
が
採

択
さ
れ
、
国
や
県
選
出
国

会
議
員
等
に
要
請
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
の
審
議
で
は
、

農
業
を
取
り
巻
く
自
然
・

社
会
面
の
情
勢
や
農
業
政

策
の
先
行
き
の
不
透
明

性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
が

安
定
的
に
継
続
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
農
業
・
農
政

の
動
向
を
引
き
続
き
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
田
県
農
業
会
議

会
長
表
彰

大島和夫
前会長

土井博文
前委員

永
年
勤
続
農
業
委
員

（4）



食料・農業・農村基本計画に基づく施策の着実な実践に向けた政策提案

　令和７年１月から令和７年12月までに締結(公告)された賃貸借
における賃借料水準(10a当たり)は、右記のとおりとなっています。
　農地法の改正に伴い、標準小作料制度が廃止されたことから、
これに代わるものとして、農地(周辺市町に配分された増反地は除
く)の賃貸借の実勢価格を毎年提供しています。
　周辺市町に配分された増反地については、農業委員会事務局ま
でお問い合わせください。

（単位：円/10a）

※データは令和７年１月～12月の集計値
※平均額は面積で重みづけした加重平均値

賃
借
料

 平均額 最高額 最低額

 30,400 35,000 28,000

◎農地の賃借料情報
　令和７年１月から令和７年12月までに締結
◎農地の賃借料情報◎農地の賃借料情報

問い合わせは農業委員会(℡45-3654)まで

　現在のわが国の農業・農村は、国内外におけ
る大きな情勢変化に直面し、農政の重大な転換
期を迎えている。とりわけ、今後さらに後継者
不足と高齢化が急速に進むことが危惧されるな
ど、待ったなしの深刻な状況となっている。
　こうした中、政府は昨年４月に閣議決定した
「食料・農業・農村基本計画」の実効性を高め
るため、初動の５年間を「農業構造転換集中期
間」として施策を集中的に実施するとしてい
る。

　これらの施策を効果的に推進させるために
は、地域の実情を十分に踏まえ、地域計画にお
ける目標地図を完成させるまでの行程を推し進
める内容でなければならない。
　このため、地域計画の実現やブラッシュアッ
プに向け組織をあげて取り組む農業委員会組織
として、現場に精通する農業委員、農地利用最
適化推進委員の声を結集し、今後の施策の着実
な実践に向け、以下の通り政策提案を行うもの
とする。

秋田県農業委員会大会において審議された議案

その他、議案として
「新たな水田農業政策の確立に向けた緊急要請」と「農業者年金の加入推進に関する申し合わせ決
議」が提出され、全会一致をもって決議されました。

第69回 秋田県農業

Ⅰ　 農業構造転換集中期間における施策
の実効性の確保

１　 集中期間における大型予算の確実な確
保

２　農業農村整備対策の促進
３　 スマート農業機械・設備導入に対する
支援の拡充

４　 合理的な価格形成の実現と国民理解の
醸成

５　農業生産資材等高騰対策の充実

Ⅱ　農村を担う者の確保と経営支援

１　 「農業を担う者」および「多様な農業
者」への支援

２　農業法人等の確保・育成
３　新規就農に係る予算の確保と拡充

Ⅲ　農村政策等の強化

１　有害鳥獣被害対策の強化
２　条件不利地域への支援強化

Ⅳ　農地政策の強化

１　 相続未登記（所有者不明）農地、土地
持ち非農家（不在村地主）の農地対策
の推進

Ⅴ　 「地域計画」を推進する農業委員会
組織等への支援

１　「地域計画」の実行に向けた体制整備
２　 「地域計画」の実行を担う農業委員会
組織に対する支援

３　 農業委員と農地利用最適化推進委員の
併存配置の見直し

（5）



（6）ポルダー結婚支援センター活動紹介

今
年
度
は
、
５
回
婚
活
イ
ベ

ン
ト
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
〈
カ
フ
ェ
de
婚
活
〉

８
月
〈
お
と
な
の
た
め
の

　
　
　
　
　

小
さ
な
縁
日
〉

11
月
〈
オ
オ
ガ
タ

　
　
　
　

タ
キ
ビ
ナ
イ
ト
〉

12
月
〈
香
り
で
つ
な
が
る

　
　
　
　

カ
フ
ェ
de
婚
活
〉

２
月
〈
ス
イ
ー
ツ
系

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
〉
（
仮
）

こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、

な
ん
と
も
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る

お
洒
落
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
役
場
２

階
の
「
大
潟
村
ポ
ル
ダ
ー
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
て
、
事
務

局
の
佐
野
さ
ん
を
筆
頭
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
協
議
団
体
は
、

（
農
業
委
員

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ

青
年
会

農
業
近
代
化
ゼ

た
よ
う
に
感
じ
、
今
後
の
大
潟

村
の
発
展
を
担
っ
て
く
れ
る
次

世
代
の
活
躍
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
佐
野
さ
ん
を
筆

頭
に
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
考

案
し
、
素
敵
な
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
に

ミ
ナ
ー
ル

農
協
青
年
部

Ｃ

Ｅ
青
年
農
業
者
ク
ラ
ブ

公

募
）
の
計
18
名
が
各
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま

す
。周

知
方
法
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
他
、
当
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、
村
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用

し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
一

番
の
難
点
と
し
て
参
加
者
の
確

保
が
難
し
い
こ
と
で
す
。
６
月

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
女
性
参
加
者

不
足
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
私
も
そ
の
イ
ベ
ン
ト
協
力

員
だ
っ
た
た
め
非
常
に
残
念
な

思
い
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
30
歳
で
結
婚
し
息
子

が
３
人
い
ま
す
。
結
婚
が
す
べ

て
で
は
な
い
で
す
が
、
最
近
で

は
子
供
達
の
ス
ポ
少
活
動
を
通

し
て
の
成
長
が
自
分
の
生
き
が

い
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

大
学
生
の
女
性
が
婚
活
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
れ
、
20
代
か
ら
の

婚
活
に
取
り
組
む
人
達
が
増
え

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
ご
理
解
の
上
、
こ
の
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
月
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
を

大
潟
村
ポ
ル
ダ
ー
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
協

議

会

委

員

椎

川

健

一

圃場内に農舎等を
建てる場合は
許可が必要です

　農舎等の農業用施設・既設用地の拡張等の際には、事前に

農地転用の許可(届出)が必要です。また、入植当時に建設し

た農舎で、未許可物件についても、随時追認の受付を行って

います。転用許可申請書に添付する書類等の詳細は、農業委

員会へ問合せください。

■問合せ：農業委員会(℡45-3654)

8月30日 おとなのための小さな縁日

11月22日 オオガタタキビナイト



（7） J A女性部の活動紹介

楽
し
く
な
け
れ
ば
婦
人
会
・
女
性
部
じ
ゃ
な
い
！

Ｊ
Ａ
大
潟
村
女
性
部
部
長

浮

田

順

子

今
年
度
で
大
潟
村
婦
人
会
は

創
立
58
年
、
Ｊ
Ａ
大
潟
村
女
性

部
は
創
立
53
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
10
年
で
会
・
部
員
の
減
少

は
30
名
ほ
ど
で
、
現
在
１
０
２

名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
・
女
性
部
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
会
・
部
員
が
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
活
動
し
て
い

る
「
活
動
グ
ル
ー
プ
」
の
紹
介

を
し
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
村
が
貸
し
出
し

て
い
る
農
園
の
一
部
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
「
野
菜
活
動
グ

ル
ー
プ
」
で
す
。
７
人
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
で
、
有
機
栽
培
を
基

本
に
知
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
野
菜
栽
培
を
、

Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
・
村
の
農

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門

家
を
巻
き
込
ん
で
学
び
、
実
践

し
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
産
直
セ
ン
タ
ー
で
販

売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
て
企

画
し
た
「
野
菜
栽
培
講
習
」
は

野
菜
栽
培
初
心
者
も
気
軽
に
参

加
で
き
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
こ
の
活
動
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
い
つ
も
楽
し

く
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
長
続

き
の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
た
つ
目
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
ク

ッ
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
活
動
グ
ル

ー
プ
」
で
す
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん

か
ら
の
依
頼
で
、
大
潟
小
学
校

４
年
生
の
子
供
た
ち
と
、
学
校

菜
園
で
収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
で

料
理
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
・
分
量
・
家
庭

科
室
に
あ
る
用
具
で
出
来
る
か

出
来
な
い
か
？
リ
ハ
ー
サ
ル
、

試
作
を
繰
り
返
す
大
変
な
一
面

も
あ
り
ま
す
が
、
大
潟
小
の
子

ど
も
達
は
可
愛
い
♡
素
直
♡
そ

し
て
「
食
」
に
関
心
を
持
っ
て

自
分
達
の
育
て
た
か
ぼ
ち
ゃ
を

調
理
し
笑
顔
で
食
べ
る
。
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
は
た
ま
ら
な

い
喜
び
で
す
。

活
動
グ
ル
ー
プ
に
は
紹
介
し

た
ふ
た
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
他
に
、

「
盆
踊
り
活
動
グ
ル
ー
プ
」
で

は
青
年
会
の
皆
様
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
「
豆
腐

作
り
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
」
で

は
、
と
う
ふ
作
り
の
他
、
毎
年

ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
と
う

ふ
料
理
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
わ
か
め
共
同
作
業
グ
ル
ー

プ
」
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
く
な

け
れ
ば
婦
人
会
・
女
性
部
じ
ゃ

な
い
！！
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

かぼちゃクッキング

野菜栽培講習会

家族経営協定に取り組もう　～夢ある元気な農業経営のために～
　家族経営協定とは、家族農業経営に携わる男性も女性も全ての世帯員が、意欲とやり
がいをもって経営に参画できる魅力的な農業経営を目指し、経営方針や役割分担、働き
やすい就業環境などについて、家族間の十分な話し合いに基づき取り決めるものです。



農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!!
詳
し
く
は
同
時
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎定例総会・全員協議会
 1月 7日 第１回農業委員会定例総会・全員協議会
 2月 4日 第２回農業委員会定例総会・全員協議会
 3月 4日 第３回農業委員会定例総会・全員協議会
 4月 3日 第４回農業委員会定例総会・全員協議会
 5月 1日 第５回農業委員会定例総会・全員協議会
 6月 3日 第６回農業委員会定例総会・全員協議会
 7月 3日 第７回農業委員会定例総会・全員協議会
 8月 5日 第８回農業委員会定例総会・全員協議会
 9月 2日 第９回農業委員会定例総会・全員協議会
 10月 2日 第10回農業委員会定例総会・全員協議会
 10月 20日 第11回農業委員会臨時総会・全員協議会
 11月 4日 第12回農業委員会定例総会・全員協議会
 12月 2日 第13回農業委員会定例総会・全員協議会

◎農地パトロール
 7月 3日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）
 11月 4日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）

◎部会の開催
 1月 7日 農政部会（令和７年「農委だより」の最終校正）
 1月 17日 令和７年「農委だより」発行
 2月 4日 農地部会（荒地等への対応・指導等について）
 11月 21日 農地部会（農地パトロールの結果等について）
 11月 21日 農政部会（令和８年「農委だより」について）
 12月 18日 農政部会（令和８年「農委だより」の校正等）

◎農業会議・秋田中央地区農業委員会会長会関係
 4月 25日 秋田中央地区農業委員会会長会通常総会（秋田市）
 5月 22日 市町村農業委員会事務局長会議（秋田市）
 5月 28日～5月29日
　県選出国会議員要請集会・全国農業委員会会長大会(東京都)
 6月 25日 秋田県農業会議通常総会（秋田市）
 6月 30日 秋田県農業委員女性協議会総会・研修会（秋田市）
 7月 14日 農業者年金加入推進特別研修会（秋田市）
 8月 7日 秋田中央地区農業委員会地区別研修会（秋田市）

 9月 11日 秋田中央地区農業委員会会長、会長職務代理者、
   事務局長会議（秋田市）
 11月 1日 秋田県農業委員会大会（湯沢市）
 11月 26日～11月27日
　 農業者年金加入推進セミナー・県選出国会議員要請集会・全
国農業委員会会長代表者集会（東京都）
 11月 28日 秋田中央地区農業委員会会長会研修会
    (東京都八王子市他)

◎関連事業関係
 1月 7日  農業委員研修会（農業委員会主催／講師：秋田地方

法務局と総括登記官）
   相続登記義務化について他
 2月 18日  令和７年度農作業標準作業料金の設定に伴う、受託

組合との会議
 2月 18日 大潟村外周辺４市町農業委員会連絡協議会
 8月 7日 特例事業における手数料引下げの要望書提出
    （秋田県農業公社へ）
 12月 15日 大潟村４団体連絡協議会

農業委員会 １年の活動のあらまし （令和７年１月～令和７年12月）

（8）農業委員会  １年間の活動等

eMAFF農地ナビで、
農地情報を公開しています。
　eMAFF農地ナビ（農地情報公開システム）
は、農業委員会等が整備している農地台帳お
よび農地に関する地図について、農地法に基
づき農地情報をインターネット上
で公表するサイトです。
　新たに農業を始める方や、農地
の規模拡大を希望する方はご活用
ください。
eMAFF農地ナビ→ https://map.maff .go.jp

相続登記が「義務化」となりました相続登記が「義務化」となりました相続登記が「義務化」となりました
令和6年4月1日から、相続登記申請が義務化となりました。
令和6年4月1日前に発生した相続についても、3年以内の登記申請が義務付けられ
ています。早めに法務局で相続登記を行いましょう。
相続登記が完了したら、その農地のある農業委員会へ届出ください。

◉問い合わせは農業委員会（℡45-3654）まで

※正当な理由がなく登記申請を怠った場合は、10万円以下の過料が科せられます。
　詳しくは法務省ホームページ「未来につなぐ相続登記」をご覧下さい。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
も
農
委
だ
よ
り

を
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
10
月
か
ら
任
期
満
了
に
伴

っ
て
新
体
制
に
な
り
小
林
会
長
の

も
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
表
紙
は
大
潟
村
の
四
季

を
委
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
春
は
代
掻
き
後

の
夕
日
、
夏
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

秋
は
黄
金
の
稲
穂
、
冬
は
寒
さ
に

負
け
な
い
玉
葱
と
大
潟
村
で
よ
く

見
る
景
色
を
改
め
て
写
真
で
見
る

と
、
と
て
も
良
い
も
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
米
価
高
騰
に
よ
り
農
家

収
入
は
一
時
的
な
増
加
で
は
あ
っ

た
も
の
の
資
材
高
騰
や
米
の
消
費

減
少
な
ど
農
家
減
少
の
不
安
材
料

は
尽
き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
農
地
維
持
の
観
点
か
ら
農
地
の

集
積
、
集
約
化
や
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
、
解
消
な
ど
、
農
地
利
用

の
最
適
化
を
推
進
し
て
情
報
提
供

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
に
。

農
政
部
編
集
員

高
木
茂
之

編
集
後
記




